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　「詩人たちは正しいわ。恋に落ちるということには、何かしら人生を変えるものが在るの」時にはWraith〔幽霊〕とも呼ばれるKepkajna gra-Minfangは言った。「ここ数週間というもの、誰からも何物も奪い取りたいと思うことは無かったわ。そうね、先だって、羽振りの良い商人の家のドアが開け放ってあるのが目に付いた時にも、結婚式で着なきゃいけない服のことで頭が一杯だったものよ」
「もう長いこと、君は真っ当な社会から外れて生きてきたからな」彼女の友人のKhargolは、満足そうに顔を顰めてみせた。「最初の夫に何が在ったのか、今まで教えてくれなかったね。呪術師が紹介してくれた人だろう？」
　「灰グールどもに八つ裂きにされたわ」うっとりとKepkajnaは微笑した。「それは、もう、酷いものだったわよ。でも、そんなことがWodworgの身に起こるとは決して思わないよ。彼は冒険者という訳ではないからね。彼って、ほとんどImperialだもの。本当のところ、そうなのよ。彼との馴れ初めは話したかしら？」
　「何百回も」Khargolは不満そうに言って、自分のジョッキに手を伸ばした。「彼は君の看守で、結婚を約束してくれるまで食事を出さなかったんだろう？」
　「今まで、あなたの全生涯で、これほど狂気じみたロマンティックな話、聞いたこと在る？」Kepkajnaは吐息を漏らして、それから真顔になって言葉を続ける。「旧友たちにも私の幸福を祈って欲しいって言うつもりだったけど、でも、Old Bosrielが言っているみたいに、在り得ないことを願うのは無駄だからね。結婚式が終わったら、すぐに、Imperial Knightsと連れ立ってBalmoraに発とうと思っているの。でも、私達がDagon Felに居る間は、あのギャングの連中は何とかして私の愛ある生活を粉砕して私を陽の下に引き戻そうとする〔※１〕でしょうけどね。それは分かっているわ」
　Wraithの結婚式の当日が迫ってくるに連れて、Kepkajnaが至福に酔い痴れていない時には、確かに、彼女にも何かしら不吉めいた空気が感じられるようになってきた。暗がりで物影が跳梁しているように見えても、近づけば消え失せてしまうのだ。Kepkajnaは気づいた、Wodworgの小屋の周囲に屯している数人の乞食が、かつて彼女の属していたギャングのコスチュームに身を包んでいることに。しかし、そうして付け回されていることに思い至る前に、その乞食たちは急いで逃げ去ってしまった。
　そうは言っても、そうして追っ手に感づく瞬間は、まず無かった。WodworgがKepkajnaを閉じ込めた、あの地下牢でもって執り行われる祝典の準備に追われる彼女は実に幸福であったからだ。父親は長らく以前に死んでしまった――彼もまた灰グールの犠牲者である――けれど、婚約者〔Wodworg〕の指揮官が進んで彼の代わりを務めることになった。もちろん、Kepkajnaは自分の持参金を用意せねばならなかった。悪事に手を染めて溜め込んでおいた金を最後の１枚まで使いきって、本当に素敵なプレゼントを恋人のために買い入れたのだ。
　Orcの伝統どおりに、１晩の真夜中の間に婚礼の準備は調えられた。朝方には、女中たち、Imperialの士官の妻たちが、赤ビロードと上等の金線細工をあつらったガウンを彼女のために忙しなく縫っていた。女中の１人であるDolcettaが、「御主人様は、Wodworg様への持参金として、本当に美しい贈物を購入なさったと耳にしましたが？」と水を向ける。
　「見せてあげましょう」Kepkajnaは忍び笑いを漏らすと、半ばまで飾り付けられた部屋を急ぎ去って、秘密のアルコーブ〔部屋の壁の一部を引っ込ませて作った小部屋〕に向かった。しかし、そのプレゼントは盗まれてしまっていた。

その場の女たちは総毛だっていたが、Wraithは自分が驚きもせずに単に苛立っていることに気づいた。これは、他でもない、あのギャングの手口である。連中は、持参金なしの結婚式が不吉なものとして見做されることを知っているのだ。あの強盗たちが自分の宝物をどうしてしまったのか、そのことに考えを巡らしている間に手早く飾り付けを終えてしまうようにKepkajnaは女中たちに命じた。
この地域一帯は、盗賊たちが戦利品を隠しておくための、秘密の隠れ家やら廃墟やらで蜂の巣状になっている。もちろん位置の明らかになっている場所も在るけれど、よくよくと熟慮を重ねた末に、自分ならば何処に隠しておくかについて思い至った。ひとしきり女中たちの仕事が終わると、祝典はスケジュールどおりに行われること、自分が幾らか遅刻するかも知れないけれど騒ぎ立てないこと、それらをKepkajnaは彼女たちに言い含めた。地下牢の埃でガウンが汚れないように上からショールを羽織ると、彼女はMalacath神殿に向けて出発したのである。
Wraithは過去に友人の持物に手を出そうとしたことは無かったし、自分の幸福を壊そうとする連中の試みには苛立っていたけれど、彼らを肉体的に傷つけることに興味は無かった。避けられないだろうとは知っているけれど、Wraithは彼らとの衝突を避ける積もりなのだ。助言者のKhargolによるアドヴァイスは、長年に亘って、衛兵とImperial Knightsの槍と剣を避けるのに役立ってくれた。だから、ここで、盗賊の根城と神殿に潜む未知の危険から連中がWraithを生きて帰してくれるかどうか、〔彼女の回避の技術に基づいて〕それを彼女は分かっていたのだろう。何よりも重要であることは、このドレスを駄目にしてしまわないことであった。
　その荒れ果てた場所では、彼女が調べ上げても猫の子の一匹も見つからずに、誤算を犯してしまったのではないかと危ぶんだ程だった。しかし、長い廊下を下っていったところの隠された小部屋を見つけて、自分が正しい場所に居ること、そして、その場所で入念に待ち伏せが仕掛けられていることを知った。チェストに入れられた彼女の宝物を掴み出して、そして振り向いたところで襲撃に直面したのだ。
　彼女の入っていたギャングのメンバー、Redguard の双子の兄妹であるYorum とYohr-iが、彼女が部屋から出ようとしたところで、そのドアの外で待っていた。彼らは、挑発してもWraithが直ぐに乗ってくるほど馬鹿ではないことを知っていた。Yohr-iが彼女に突進していくのに合わせて、Yorumは剣を左手に構えて突き刺すように向かっていった。Wraithは手際よくYohr-iをサイド・ステップでかわすと、体重を左足の踵に預けたまま、右肩の位置を左肩のところに移してスルリとYorumの攻撃を遣り過ごしてしまった。双子がぶつかり合ったところで、その場をWraithは急いで後にした。
　その殆ど直後にArgonian のBinyaarが立ち塞がって、彼の振るうメイスがWraithの頭が在った空間を風きり音と共に切り裂いていった。彼との仲は大して良くなかった。ひょいとWraithは屈み込んだので、彼のメイスは凄まじい轟音を上げて石壁に突っ込んだ。Binyaarがバランスを失っている数秒の間に、Wraithは廊下を急いで駆けていった。前方から新鮮な夜気が漂ってきた。
　持参金の最後の守護者は、ちょっとしたロマンスを交わした相手である、Orc のSorogthだった。この窃盗の首謀者が彼であることをWraithは知っていた。「ある意味では、それに、この状況では」彼女は思った。「私を苦しめようとする彼の熱心さは、むしろ気持ちの良いくらいだわ」その瞬間は、しかし、逆棘を生やした彼の斧――巧みに縫われたドレスと、その下の肉体を傷つけるのに理想的である――を避けるのに殆どの注意を向けていた。
　やや膝を折り曲げて頭への数撃をかわすと、次の動作の予測を撹乱するために頭をジグザグに両足を不規則に動かして、Wraithは珍妙なターゲットになった。突きには屈んで、振りにはサイド・ステップで、そして、突きにはサイド・ステップで、振りには屈んで。彼女が何とも気まぐれに攻撃を避けていくのに合わせて、ダンジョンの出口に通ずる場所を一歩たりとも動こうとせずに、Sorogthは依然として彼女のペースに着いていく。
　真夜中が近づいて、この対決に終止符を打たねばならないと、ついにWraithは決意した。次にSorogthが斧を振り込んでくると、それを左にサイド・ステップで避けて体を揺らしながら頭を下げて、そして、右肩の上の辺りを斧が風きり音を上げて過ぎていった。その瞬間、Sorogthの右半身は隙を見せて、彼女は渋々ながら彼の胴を強かに打ちつけた。その一撃が彼を死に至らしめたか、それとも単なる失神に追い遣ったのみであるか、それを確認する時間はKepkajnaに残されていなかった。実際のところ、結婚式に急いで駆けつけることの他には、彼女の頭には何も無かったのである。
　真夜中ちょうどに、WodworgとKepkajnaの２人は結ばれた。彼は持参金がわりの贈物を大いに喜んだ。それは一揃いの上等な鎧で、他のImperialの看守たちが羨むほどだった。その上に、その贈物をMalacath神殿から取り戻した妻の話に彼は魅了されてしまった。
　「待ち伏せに気づいた時に、この鎧を着て戦おうとは思い付かなかったのかい？」彼は尋ねた。
　「あなたへのプレゼントをデコボコにしたくなかったの」キスを挟んで言葉を続けた。「それに、私のガウンにシワを作るのは真っ平だったのよ」
　訳注

　※１　「私を陽の下に引き戻そうとする」は理解に苦しむ部分である。恐らく、Kepkajnaを地下牢から出してギャングとして活躍させようとする、という意味であるだろう。
